



   「1920 年代から 1930 年代における宝塚歌劇の演出様式 
                −白井鐵造のレビュー作品を中心に−」  
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  「歌とダンスを中心に展開されるショーをなくして宝塚歌劇は語れません。きらびや 
  かな衣装と大がかりな舞台装置が特色です。次から次へと早替わりする豪華絢爛な衣 
  装、スピード感あふれる場面展開は見逃せません。スター全員がひとつになって創り 
  あげるショーは、エネルギーと情熱にあふれ、女性だけで表現される美しさ、男役の 
  かっこよさ、娘役の可愛らしさを 100％堪能できる時間です。トップコンビによる「デ 
  ュエットダンス」、数十人が一列になり一糸乱れぬ足上げを披露する「ラインダンス」、  
  大階段を全スターが順番に降りてくる「パレード」など、宝塚歌劇ならではの名物も 
  盛りだくさん。このようなショーを定期的に上演する劇団は、世界でも宝塚歌劇だけ 
  なのです。」（＜なぜ何度も見に行きたくなる？宝塚歌劇の魅力とは＞「宝塚歌劇を楽  





































































第 1 章 宝塚大劇場向けの作品をめぐって 
 
 第１章では、宝塚少女歌劇が上演演目をレビューへと路線変更していった 1920 年代か
ら 1930 年代の動向に着目した。そのため、まずは宝塚歌劇および阪急東宝グループの創























第 2 章以降は白井のレビューを中心に考察を進めた。 
 
 
第 2 章 白井鐵造によるレビュー時代の到来 
 
 第 2 章では、「パリ直輸入型のレビュー」として 1930 年(昭和 5 年)に上演された白井の































第 3 章 白井鐵造による大レビュー《花詩集》をめぐる考察  
 
 第３章では、1933 年(昭和 8 年)に初演された白井による大レビュー《花詩集》について
考察した。本作は観客から絶大なる支持を得ると共に、芸術品のような完成度の高い作品













 第 4 章では、第二回目の欧州視察が決まっていた白井が渡欧置土産として 1936 年(昭和








































                                                     
1 宝塚歌劇公式ホームページ(http://kageki.hankyu.co.jp/fun/introduction.html)、2017 年 6 月 5
日最終閲覧。 
2 パレードの演出について説明すると、はじめに大階段の中央で公演の主題歌をソロで歌うエトワ
ールが登場し、エトワールを皮切りに出演者が順に階段を降りて挨拶をする。階段の真ん中を降り
てくるタカラジェンヌは次のスター候補であり、三番手、二番手の順に降りて来る。また、その両
サイドを下級生から学年順に降りてくる。そして、主演娘役が降りてきたあと、曲調が変化し、舞
台上の出演者全員が、一番大きな羽根を背負いシャンシャンという小道具を持って大階段中央に立
って歌ったのち、階段を降りて来る主演男役であるトップスターを迎える。その後、銀橋と呼ばれ
るオーケストラピット前のエプロンステージにトップスターを筆頭に主要なスターが並び、挨拶を
する。 
